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 高等学校の学習指導要領が学年進行で実施されて２年目となった。今年度は，高等学校で

は，昨年度「情報Ⅰ」を学んだ生徒の一部に対して「情報Ⅱ」の指導が開始された。６月１

６日に閣議決定された「教育振興基本計画」において、2040 年以降の社会を見据えた持続

可能な社会の創り手を育成するにあたり、将来の予測が困難な時代において、未来に向けて

自らが社会の創り手となり、課題解決などを通じて、持続可能な社会を維持・発展させてい

くことが求められていること、社会課題の解決を、経済成長と結び付けてイノベーションに

つなげる取組や、一人一人の生産性向上等による、活力ある社会の実現に向けて「人への投

資」が必要であること、Society5.0 で活躍する、主体性、リーダーシップ、創造力、課題発

見・解決力、論理的思考力、表現力、チームワークなどを備えた人材が期待されていること

が挙げられている。 

本講演では，このことを踏まえて学習指導要領の着実な実施に向けて，学習の基盤として

の資質・能力である情報活用能力（情報モラルを含む）を育成することに向け学校全体で情

報教育を行う必要性や、共通教科情報科及び専門教科情報科の目標に示されている資質・能

力を着実に育成するための視点、教科情報に関わる動向等を確認する。 
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田﨑丈晴（たさき たけはる）
• 1976.7 東京都北区生まれ

• 2001.3 東京理科大学工学部第二部経営工学科卒業

• 1998.4～2001.3 慶應義塾 学生嘱託（高等学校 実習助手）

• 2003.3 東京理科大学大学院工学研究科経営工学専攻修士課程修了

• 2003.4～2005.3 埼玉県私学で専任教員（情報科スタートの年に情報科で採用）

• 2005.4～2009.3 東京都立大泉高等学校 教諭（情報科で採用）

• 2009.4～2011.3 千代田区立九段中等教育学校 教諭（情報）

• 2011.4～2013.3 千代田区立九段中等教育学校 主任教諭（情報、技術）

• 2013.4～2015.3 千代田区立九段中等教育学校 主幹教諭（情報、技術）

• 2015.4～2018.3 東京都西部学校経営支援センター支所 学校経営支援主事

• 2017.4～2020.3 明星大学教育学部非常勤講師（情報学部情報科教育法）

• 2018.4～2020.3 東京都中部学校経営支援センター 学校経営支援主事

• 2020.4～2021.3 東京都立富士高等学校附属中学校 副校長

• 2021.4～現在 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課教育課程調査官

• 2021.4～現在（併）文部科学省初等中等教育局参事官(高等学校担当)付 産業教育振興室教科調査官

• 2021.4～2021.9（併）文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教育課情報教育振興室教科調査官

• 2021.10～現在（併）文部科学省初等中等教育局修学支援・教材課/教育課程課情報教育振興室教科調査官

「学び方スキル」
（情報活用能力育成
カリキュラム）策定
クラウド等ICT整備

学校で情報活用能力
を育成するには
探究的な学習活動
2020は１人１台端末
対応も

情報の教職課程について知る
→教師になりたい/授業をつくりたい
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文部科学省：「令和３年版 科学技術・イノベーション白書」より3



文部科学省：「令和５年版 科学技術・イノベーション白書」より

令和３年版の扉絵でも描
かれた仮想空間を用いな
がら、さらに各地域にイ
ノベーションの創出が広
がる様子を表現 4
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R5.2.20個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた学校教育の在り方に関する特別部会（第3回）・義務教育の在り方ワーキンググループ（第6回）・高等学校教育の在り方ワーキンググループ（第6回）合同会議参考資料2より 9
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学習指導要領の全体構造

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など，新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず，質
の高い理解を図るための
学習過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の
新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を構造
的に示す

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養
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何が身についたか



高等学校学習指導要領（平成３０年告示）
前文（抄）

第１章 総則 第１款 高等学校教育の基本と教育課程の役割（抄）

これからの学校には，（略）教育の目的及び目標の達成を目指しつつ，一人一人の生徒が，自
分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な
人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創
り手となることができるようにすることが求められる。このために必要な教育の在り方を具体化
するのが，各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程である。

２ 学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，第３款の１に示す主体的・対話的
で深い学びの実現に向けた授業改善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開す
る中で，次の（1）から（3）までに掲げる事項の実現を図り，生徒に生きる力を育むことを目
指すものとする。
（1） 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するため

に必要な思考力，判断力，表現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，
個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努めること。その際，生徒の発達の
段階を考慮して，生徒の言語活動など，学習の基盤をつくる活動を充実するとともに，家
庭との連携を図りながら，生徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。
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第１章 総則 第２款 教育課程の編成（抄）

２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
（1） 各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラ

ルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくこと
ができるよう，各教科・科目等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成
を図るものとする。

（※下線は田﨑による）



（知識及び技能）情報と情報技術を活用した問題の発見・解決等の方法

や，情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響，技術に関する法・制

度やマナー，個人が果たす役割や責任等について，情報の科学的な理解

に裏打ちされた形で理解し，情報と情報技術を適切に活用するために必

要な技能を身に付けていること。

（思考力，判断力，表現力等）様々な事象を情報とその結びつきの視点

から捉え，複数の情報を結びつけて新たな意味を見いだす力や問題の発

見・解決等に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付け

ていること。

（学びに向かう力，人間性等）情報や情報技術を適切かつ効果的に活用

して情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度等を

身に付けていること。
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資質・能力の三つの柱に沿って再整理された情報活用能力

（平成２８年１２月中教審答申別紙３－１）

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及
び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを
形成したりしていくために必要な資質・能力である。（高等学校学習指導要領
（平成30年度告示）解説総則編P.54） 18



各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用

能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤とな
る資質・能力を育成していくことができるよう，各教科・科目等の特質
を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。
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学習の基盤となる資質・能力について（高等学校学習指導要領（平成

３０年告示）第１章総則第２款２（１））

※高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説総則編P.55において，「情報活
用能力をより具体的に捉えれば，学習活動において必要に応じてコンピュータ等
の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・比較したり，得られた情
報をわかりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有したりといったこ
とができる力であり，更に，このような学習活動を遂行する上で必要となる情報
手段の基本的な操作の習得や，プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュ
リティ，統計等に関する資質・能力等も含むものである。こうした情報活用能力
は，各教科等の学びを支える基盤であり，これを確実に育んでいくためには，各
教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに，
そうして育まれた情報活用能力を発揮させることにより，各教科等における主体
的・対話的で深い学びへとつながっていくことが一層期待されるものである。」
「なお，各学科に共通する教科である情報科は，高等学校における情報活用能力
の育成の中核を担うものであるが，その育成においては情報科と他の各教科・科
目等とが相互に関連を図ることが重要であり，また，他の各教科・科目等におい
ても積極的に実施していくことが必要である。」としている。



高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説総則編第４章第１節
３ コンピュータ等や教材・教具の活用（第１章総則第３款１（３） （一部抜粋）

情報モラルとは，「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」であり，
具体的には，他者への影響を考え，人権，知的財産権など自他の権利を尊重し情報社
会での行動に責任をもつことや，犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利
用できること，コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解すること
などである。このため，情報発信による他人や社会への影響について考えさせる学習活
動，ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動，情
報には自他の権利があることを考えさせる学習活動，情報には誤ったものや危険なもの
があることを考えさせる学習活動，情報セキュリティの重要性とその具体的対策について
考えさせる学習活動，健康を害するような行動について考えさせる学習活動などを通じ
て，生徒に情報モラルを確実に身に付けさせるようにすることが必要である。その際，情
報の収集，判断，処理，発信など情報を活用する各場面での情報モラルについて学習さ
せることが重要である。また，情報技術やサービスの変化，生徒のインターネットの使い
方の変化に伴い，学校や教師はその実態や影響に係る最新の情報の入手に努め，それ
に基づいた適切な指導に配慮することが必要である。併せて，例えば，インターネット上
に発信された情報は基本的には広く公開される可能性がある，どこかに記録が残り完全
に消し去ることはできないといった，情報や情報技術の特性についての理解に基づく情
報モラルを身に付けさせ，将来の新たな機器やサービス，あるいは危険の出現にも適切
に対応できるようにすることが重要である。更に，情報モラルに関する指導は，情報科や
公民科，特別活動のみで実施するものではなく，各教科等との連携や，更に生徒指導と
の連携も図りながら実施することが重要である。 20

情報モラルに関する学習指導要領解説総則編での記述内容について
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GIGAスクールにおける学びの充実

「GIGAスクール構想」の下で１人１台端末の整備が概ね完了し、本格的な活用フェイズに入る中、優良事例の普及、自治体支援機能の強化、指導者の確保
など課題も顕在化しており、地域間・学校間の格差も生じている。このため、これらの課題の解消に総合的に取り組む。

背景・課題

1人1台端末環境の本格運用を踏まえ、その効果的な活用を通じた児童生徒の学びの充実に向けて、実践例の創出・普及、要支援地域への指導支援、教師の指
導力向上支援の更なる強化を図る。

事業内容

   令和5年度予算額 3億円

（前年度予算額 4億円）

〇学校DX戦略アドバイザー事業等による自治体支援事業     
（一部、令和4年度第2次補正予算）

１人１台端末の日常的な活用について、課題を抱える自治体・学校に、集中
的な伴走支援を実施。学識経験者、先進地域の教育委員会や指導主事、
ネットワークや情報セキュリティの専門家など、国がアドバイザーとして任命した者
が、地域・学校へ直接助言する。

〇情報モラル教育推進事業  

⚫情報モラル教育指導者セミナーの実施
⚫情報モラル指導モデルカリキュラム表の改訂
⚫情報モラルを含む情報活用能力ポータルサイトによる情報発信
⚫情報モラル教育の推進に係るコンテンツ（動画教材等）の充実

〇高等学校情報科等強化によるデジタル人材の供給体制整備
 支援事業      （令和4年度第2次補正予算）

専門性の高い指導者が育成・確保されるエコシステム確立に向け、大学・専門学校・
民間企業・NPO等と各都道府県教育委員会とのマッチングを図る協議会等により取
組の格段の充実を図る。また、高度な内容を扱う新設科目「情報Ⅱ」（令和５年度
～）の指導の充実に向けて、教材等を開発、作成する。

⚫専門人材の育成・確保の仕組の確立
⚫新学習指導要領に基づく「情報Ⅱ」の指導の充実に向けた教材等の開発
⚫効果的な指導事例の開発、普及・展開

〇児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究
 

⚫調査問題の妥当性等を検証するための予備調査実施など
次回調査に向けた準備

⚫ R4新規作成調査問題のシステム搭載

〇リーディングDXスクール事業           （令和4年度第2次補正予算） 

１人１台端末の活用状況を把握・分析するとともに、効果的な
実践例を創出・モデル化し、都道府県等の域内で校種を超えて
横展開するとともに全国に広げていくことで、全国のすべての学校
でICTの「普段使い」による教育活動の高度化を図る。 リーディングスクール

指導法・指導技術の
創出・モデル化

（日常的な授業公開等）

好事例の横展開

    令和4年度第2次補正予算額   9億円

⚫全国各地域における先進的な実践例の創出
⚫好事例の動画等制作、全国展開
⚫教科横断的プログラムの開発・展開支援
⚫GIGAスクール構想のための調査・分析

＜助言を必要とする主な課題やテーマ＞
【指導面】
・GIGA端末を活用した効果的な指導方法
・GIGA端末を活用した働き方改革の推進
・情報モラル教育の充実

【環境整備面】
・域内のＤＸ推進計画の立案
・運営支援体制の充実
・校務のＤＸ、データ連携
・ネットワークの改善整備など
・情報セキュリティポリシーの改訂

文部科学省：「令和5年度予算のポイント」より 22

https://www.mext.go.jp/content/20230328-mxt_kouhou01-000024735_1.pdf


「情報Ⅱ」研修用教材
巻末
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令和５年度文部科学省指定校事業
文部科学省 初等中等教育局 学校デジタル化プロジェクトチーム

リーディングDXスクール

全国の小・中・高等学校

約200校を指定！

全国の都道府県・
政令指定都市に

指定校を設置！！

学校での端末の

「普段使い」による
教育活動の更なる推進

個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実や校務ＤＸ
を実施し、全国に事例を展開

指定校の実践事例から学ぶ

公開学習会を開催！

ＧＩＧＡ
標準仕様

クラウド環境
十全な活用

25
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27

国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2018年調査（PISA2018）のポイント」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf


28

国立教育政策研究所：「OECD生徒の学習到達度調査2018年調査（PISA2018）のポイント」より

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf
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調査項目：調査対象学年の児童が自分で調べる場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度使用させていますか（インターネット検索）

「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
59.2%

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の小学校６年生が調べる場面でのICT機器の活用割合について調査

ほぼ毎日
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(%)

授
業
一
般

調
べ
る
場
面

教
職
員
・
・
・

児
童
生
徒
同
士

発
表
・
表
現

持
ち
帰
り

6

週３回以上

令和４年１１月２５日付「１人１台端末の利活用促進に向けた取組について（通知）」別紙１より 30
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調査項目：調査対象学年の生徒が自分で調べる場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度使用させていますか（インターネット検索）ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の中学校３年生が調べる場面でのICT機器の活用割合について調査
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「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
54.5%

週３回以上

令和４年１１月２５日付「１人１台端末の利活用促進に向けた取組について（通知）」別紙１より 31
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（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）
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自分で調べる場面でICT機器を使用している学校の割合（小学校・指定都市別）

調査項目：調査対象学年の児童が自分で調べる場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度使用させていますか（インターネット検索）
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「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
59.2%

週３回以上
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（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の中学校３年生が令和３年度までに受けた授業での活用割合について調査
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調査項目：調査対象学年の生徒が自分で調べる場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度使用させていますか（インターネット検索）
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週１回
以上

30.6 24.6 33.9 44.4 41.7 28.3 22.2 27.6 39.0 52.5 37.3 30.6 32.6 32.6 29.3 28.9 32.8 48.4 20.0 20.9 

週３回
以上

34.7 46.2 37.3 29.6 23.2 35.8 38.9 41.4 41.5 22.5 35.5 36.1 27.9 23.3 40.2 39.5 25.0 23.4 44.3 44.2 

ほぼ毎日 23.5 10.8 18.6 18.5 11.9 32.1 38.9 29.3 19.5 5.0 9.1 30.6 11.6 27.9 18.3 13.2 10.9 10.9 25.7 30.2 
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「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
54.5%

週３回以上
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月１回
未満

3.2 14.8 25.2 9.3 18.2 11.9 8.5 2.8 7.2 2.0 3.3 6.7 1.1 7.0 3.3 2.8 2.5 4.9 9.8 8.6 5.0 3.2 6.1 1.8 4.1 1.0 2.3 4.6 3.7 13.5 7.6 18.9 2.5 6.1 0.8 7.0 6.1 1.5 14.1 7.3 7.5 5.2 3.0 2.0 8.3 1.0 8.5 

月１回
以上

19.3 29.2 35.3 28.4 34.1 26.1 30.3 17.0 26.5 14.4 20.1 31.5 16.0 28.9 26.1 29.8 18.7 34.4 32.5 28.6 19.6 15.9 28.6 15.8 17.4 22.2 12.5 23.9 22.2 25.6 31.9 39.8 20.8 26.9 6.5 27.8 25.7 22.6 28.8 29.7 40.4 29.1 13.9 23.0 17.0 9.3 29.4 

週１回
以上

28.2 28.8 24.1 30.5 20.0 32.7 31.4 33.2 34.6 31.1 34.6 32.2 28.6 30.4 37.8 38.1 40.9 31.7 31.9 30.3 31.8 29.8 35.7 31.9 42.5 27.3 32.4 35.8 22.8 34.1 28.6 26.0 36.3 27.5 22.8 38.0 38.5 32.0 30.4 32.9 30.4 33.3 37.1 32.0 33.2 26.6 29.8 

週３回
以上

30.0 18.4 9.1 24.6 22.4 17.7 21.1 33.4 22.2 34.4 27.3 20.8 32.4 23.4 24.0 20.4 29.6 20.8 19.0 20.6 26.8 33.7 18.9 29.5 26.0 29.3 28.7 25.6 36.5 21.5 23.5 10.7 26.8 27.2 35.0 19.0 21.6 32.3 17.9 21.5 15.5 24.2 29.5 27.5 29.7 36.1 23.4 

ほぼ毎日 19.0 8.8 6.3 7.2 5.3 11.1 8.7 12.9 9.2 18.0 14.7 8.8 21.8 10.3 8.7 8.3 8.4 8.2 5.5 12.0 16.8 17.5 10.6 20.8 10.0 20.2 23.6 10.0 14.8 5.4 8.4 4.1 13.0 12.3 34.6 8.2 8.1 11.7 8.7 8.6 6.2 8.2 16.5 15.2 11.8 27.0 8.9 
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ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

(%)

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でICT機器を使用している学校の割合（小学校・都道府県別 ※政令市除く）

調査項目：調査対象学年の児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の小学校６年生が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でのICT機器の活用割合について調査

ほぼ毎日

（学校の割合）

授
業
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般

調
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る
場
面

教
職
員
・
・
・

児
童
生
徒
同
士
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・
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「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
37.5%

週３回以上
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月１回
未満

2.8 11.5 8.7 8.3 7.3 5.3 4.7 2.2 8.2 1.9 6.5 8.8 3.0 3.9 7.5 7.4 3.5 7.9 12.0 3.7 3.4 1.2 3.5 2.6 3.0 2.0 3.7 8.1 7.1 6.8 10.2 24.5 2.6 3.4 0.0 16.5 10.4 4.6 1.0 4.8 8.7 6.0 1.6 2.5 4.6 2.9 9.0 

月１回
以上

15.4 24.3 34.7 23.5 22.9 29.5 24.4 8.7 20.8 8.7 19.8 26.6 16.6 20.6 23.7 27.2 8.2 22.4 22.9 15.0 14.7 14.9 22.7 13.7 23.2 18.4 14.9 22.1 23.2 21.4 27.1 34.0 19.0 25.7 8.5 36.7 40.3 20.6 19.6 23.0 33.7 25.9 13.0 21.0 28.5 13.9 22.8 

週１回
以上

29.6 33.8 32.0 35.6 34.9 44.2 29.6 29.7 34.6 24.2 31.9 33.2 35.4 28.9 33.5 22.2 28.2 27.6 28.9 35.8 28.2 25.6 35.5 20.9 25.3 25.5 29.1 36.4 40.4 33.3 32.2 23.4 35.3 36.0 27.0 29.1 23.9 35.9 32.4 34.0 32.6 34.9 39.8 27.7 33.8 29.2 29.0 

週３回
以上

33.9 20.9 17.3 27.3 30.3 15.8 29.6 35.8 23.9 39.1 26.0 22.3 26.9 31.1 27.7 34.6 38.8 27.6 26.5 31.0 28.2 34.5 23.0 34.6 34.3 27.6 28.0 21.7 18.2 29.1 16.9 9.6 34.5 21.7 37.6 13.9 17.9 19.8 29.4 32.5 20.7 25.3 33.3 28.6 25.4 35.4 25.5 

ほぼ毎日 18.3 9.5 7.3 5.3 4.6 5.3 11.7 23.6 12.6 26.1 15.8 9.1 18.0 15.6 7.5 8.6 21.2 14.5 9.6 14.4 25.4 23.2 15.3 28.1 14.1 26.5 24.3 11.6 11.1 9.4 13.6 8.5 8.6 13.1 27.0 3.8 7.5 19.1 17.6 5.7 4.3 7.8 12.2 20.2 7.7 18.2 13.8 
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ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

(%)

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でICT機器を使用している学校の割合（中学校・都道府県別 ※政令市除く）

調査項目：調査対象学年の生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の中学校３年生が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でのICT機器の活用割合について調査

ほぼ毎日

（学校の割合）
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・
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「ほぼ毎日」
＋

「週３回」
全国平均
40.6%

週３回以上
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（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）

ほぼ毎日

（学校の割合）

(%)
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自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でICT機器を使用している学校の割合（小学校・指定都市別）

調査項目：調査対象学年の児童が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

※現在の小学校６年生が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でのICT機器の活用割合について調査

月１回
未満

2.5 5.1 1.0 9.3 1.8 0.0 5.6 1.0 4.9 6.2 1.5 0.0 7.8 4.3 1.8 4.7 25.7 10.2 2.8 0.0 

月１回
以上

21.2 16.2 15.4 25.2 11.2 20.9 29.6 3.8 27.2 34.0 17.6 9.5 30.0 21.7 30.3 33.7 35.0 26.6 29.2 3.3 

週１回
以上

34.3 32.5 29.8 32.7 34.5 33.9 25.4 18.1 34.6 28.9 36.0 31.6 33.9 43.5 30.9 40.7 22.9 29.7 37.5 16.5 

週３回
以上

27.8 34.2 39.4 27.1 33.9 27.8 29.6 35.2 17.3 26.8 29.9 38.0 21.2 23.9 26.7 17.4 10.7 25.8 21.5 45.1 

ほぼ毎日 14.1 12.0 14.4 5.6 18.6 17.4 9.9 41.9 16.0 4.1 14.9 20.9 6.7 6.5 10.3 2.3 5.7 7.8 9.0 34.1 
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「週３回」
全国平均
37.5%

週３回以上
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（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）

ほぼ毎日

（学校の割合）

(%)
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調査項目：調査対象学年の生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

※現在の中学校３年生が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でのICT機器の活用割合について調査

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面でICT機器を使用している学校の割合（中学校・指定都市別）

月１回
未満

6.1 1.5 1.7 7.4 13.2 0.0 5.6 0.0 2.4 7.5 5.5 0.0 14.0 4.7 6.1 10.5 17.2 4.7 1.4 0.0 

月１回
以上

26.5 23.1 15.3 20.4 31.8 18.9 8.3 6.9 17.1 37.5 20.0 9.7 34.1 18.6 28.0 26.3 32.8 31.3 18.6 9.3 

週１回
以上

37.8 36.9 39.0 38.9 34.4 35.8 27.8 32.8 36.6 30.0 30.9 31.9 31.0 34.9 36.6 44.7 32.8 26.6 37.1 18.6 

週３回
以上

20.4 29.2 27.1 24.1 12.6 26.4 36.1 34.5 34.1 17.5 30.9 33.3 17.1 27.9 23.2 10.5 10.9 26.6 24.3 37.2 

ほぼ毎日 9.2 9.2 16.9 9.3 7.3 18.9 22.2 25.9 9.8 7.5 11.8 25.0 3.9 14.0 6.1 7.9 6.3 10.9 18.6 34.9 

授
業
一
般

調
べ
る
場
面

教
職
員
・
・
・

児
童
生
徒
同
士

発
表
・
表
現

持
ち
帰
り

17

「ほぼ毎日」
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「週３回」
全国平均
40.6% 週３回以上
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月１回
未満

12.5 29.6 43.0 24.6 34.1 34.5 27.0 11.8 25.9 12.8 13.5 25.6 9.6 20.1 15.0 19.3 13.3 23.0 22.1 19.7 21.5 10.5 23.7 17.0 19.2 23.7 15.1 22.5 16.4 31.4 16.8 51.0 16.5 21.7 2.7 30.4 18.9 18.0 32.1 24.9 29.2 22.9 15.6 16.8 20.1 8.2 23.0 

月１回
以上

17.0 27.2 25.9 23.7 24.1 20.4 26.5 19.0 24.5 15.1 24.0 26.0 15.3 23.7 26.7 27.1 25.6 24.6 26.4 26.9 20.7 20.0 27.1 16.7 23.7 17.7 12.8 21.6 21.2 26.0 25.2 16.3 23.2 21.7 5.7 18.4 27.0 21.8 26.1 24.3 30.4 27.1 16.0 20.1 21.0 12.8 21.0 

週１回
以上

27.4 23.2 20.3 27.5 21.2 23.0 21.6 34.1 28.2 32.1 27.3 25.7 28.8 31.3 29.7 32.6 33.0 29.0 31.9 28.3 28.8 29.5 27.2 27.5 29.2 21.2 26.7 30.4 27.0 22.9 34.5 18.4 32.7 27.2 26.6 26.6 30.4 27.1 21.7 27.2 23.0 28.8 32.5 34.4 29.3 26.6 29.0 

週３回
以上

26.5 12.8 7.0 17.4 16.5 11.9 17.0 25.3 15.3 26.9 24.0 14.4 26.8 17.6 20.4 14.9 20.2 11.5 12.3 15.1 19.6 25.4 15.5 22.8 20.1 19.2 25.1 15.1 22.2 12.6 16.0 6.1 16.9 18.8 31.2 15.2 16.2 23.3 12.0 15.2 15.5 14.7 26.6 20.9 22.7 31.3 16.1 
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生徒同士がやりとりする場面でICT機器を使用している学校の割合（小学校・都道府県別 ※政令市除く）

調査項目：調査対象学年の児童同士がやりとりする場面場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

※現在の小学校６年生が児童同士でやりとりする場面でのICT機器の活用割合について調査

ほぼ毎日

（学校の割合） （R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）
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(%)

生徒同士がやりとりする場面でICT機器を使用している学校の割合（中学校・都道府県別 ※政令市除く）

調査項目：調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※現在の中学校３年生が生徒同士でやりとりする場面でのICT機器の活用割合について調査

ほぼ毎日

（学校の割合）
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生徒同士がやりとりする場面でICT機器を使用している学校の割合（小学校・指定都市別）

調査項目：調査対象学年の児童同士がやりとりする場面場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

※現在の小学校６年生が児童同士でやりとりする場面でのICT機器の活用割合について調査
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月１回
未満
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月１回
以上

23.5 24.6 22.0 18.5 22.5 15.1 11.1 15.5 19.5 40.0 24.5 13.9 27.1 27.9 23.2 26.3 7.8 29.7 27.1 9.3 
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以上
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（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）
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生徒同士がやりとりする場面でICT機器を使用している学校の割合（中学校・指定都市別）

調査項目：調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面場面で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用させていますか。

※現在の中学校３年生が生徒同士でやりとりする場面でのICT機器の活用割合について調査
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非常時のみ
持帰

39.1 8.0 5.2 5.1 30.0 7.1 16.7 28.4 12.1 8.9 22.6 21.2 6.2 33.7 20.4 3.9 8.9 32.2 31.3 24.3 5.6 13.7 24.3 16.1 29.7 25.3 8.0 12.8 3.2 18.8 26.9 8.2 29.9 7.4 22.1 17.1 35.8 7.9 31.0 22.2 43.5 12.4 6.8 18.9 12.7 20.6 36.3 

持ち帰っては
いけない
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１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合（小学校・都道府県別 ※政令市除く）
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調査項目：あなたの学校では児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレット等の端末を、どの程度家庭で利用
 できるようにしていますか。

毎日持ち帰って、毎日利用 毎日持ち帰って、時々利用 時々持ち帰って、時々利用

持ち帰らせていない 持ち帰ってはいけない

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合について調査
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非常時のみ
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北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

調査項目：あなたの学校では児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレット等の端末を、どの程度家庭で利用
 できるようにしていますか。

毎日持ち帰って、毎日利用 毎日持ち帰って、時々利用 時々持ち帰って、時々利用

持ち帰らせていない 持ち帰ってはいけない

（R4全国学力・学習状況調査結果より[令和４年４月実施]）※１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合について調査

毎日持帰、毎日利用
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（学校の割合）
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臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

非常時のみ持帰
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１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合（小学校・指定都市別）

調査項目：あなたの学校では児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレット等の端末を、どの程度家庭で利用
 できるようにしていますか。

※１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合について調査

毎日持ち帰って、毎日利用 毎日持ち帰って、時々利用 時々持ち帰って、時々利用

持ち帰らせていない 持ち帰ってはいけない 臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

毎日持帰、時々利用

非常時のみ持帰

非常時のみ
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いけない 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.9 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 8.1 4.3 0.8 0.0 0.0 

持ち帰らせて
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１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合（中学校・指定都市別）

調査項目：あなたの学校では児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレット等の端末を、どの程度家庭で利用
 できるようにしていますか。

※１人１台端末を家庭で利用できるようにしている学校の割合について調査

毎日持ち帰って、毎日利用 毎日持ち帰って、時々利用 時々持ち帰って、時々利用

持ち帰らせていない 持ち帰ってはいけない 臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

毎日持帰、時々利用

非常時のみ持帰

非常時のみ
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時々持帰
時々利用 68.4 75.4 42.4 61.1 11.3 35.8 47.2 3.4 29.3 27.5 36.4 43.1 46.5 60.5 29.3 2.6 7.8 51.6 24.3 0.0 
毎日持帰
時々利用 8.2 1.5 5.1 11.1 2.6 7.5 8.3 31.0 4.9 2.5 31.8 27.8 19.4 2.3 43.9 2.6 0.0 23.4 30.0 27.9 
毎日持帰
毎日利用 5.1 7.7 6.8 5.6 0.7 7.5 16.7 63.8 0.0 5.0 23.6 18.1 8.5 4.7 24.4 0.0 0.0 12.5 41.4 69.8 
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75R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


76R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


77R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


78R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


79R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


80R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


81R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


82R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


83R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


84R5.5.16 第１回デジタル学習基盤特別委員会資料4-2「GIGAスクール構想の現状について」より

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00544.html


85GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議「GIGAスクール構想の下での校務DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」より

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/175/mext_01385.html


86GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議「GIGAスクール構想の下での校務DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」より

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/175/mext_01385.html


87https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01097.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01097.html


88
https://ictadvisor.mext.go.jp/

https://ictadvisor.mext.go.jp/


89

https://www.nttls-edu.jp/advi/20230627_onlineWorkshop.pdf

https://www.nttls-edu.jp/advi/20230627_onlineWorkshop.pdf


〇高等学校学習指導要領第2章第 10 節情報第3款の1

第３款 各科目における指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（2）学習の基盤となる情報活用能力が，中学校までの各教科等において，

教科等横断的な視点から育成されてきたことを踏まえ，情報科の学習を

通して生徒の情報活用能力を更に高めるようにすること。また，他の各

教科・科目等の学習において情報活用能力を生かし高めることができる

よう，他の各教科・科目等との連携を図ること。

90

共通教科情報科における情報活用能力の育成に関する学習指導要領

解説情報編での記述内容について

※共通教科情報科においては，情報教育の目標の観点に基づき，各教科・科目等
と密接な連携を図りながら，カリキュラム・マネジメントを含めた計画的な指導
によって情報活用能力を生かし高めるよう指導計画の作成に当たって次のような
工夫が必要である。
・履修年次を考慮する
・指導内容の実施時期について，相互に関連付けながら決定する
・教材等を共有する
・学習課題と情報手段を活用した学習活動と実習の有機的な関連を図る
（高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説情報編P.61）



２．準備のタイムテー
ブル

2019 2020 2021 2022 2023 2024

情報Ⅰ 研修実施 研修実施 研修実施
教科書採択

授業開始
共通テスト
（高３）

情報Ⅱ 研修実施 研修実施 研修実施
教科書採択

授業開始

文部科学省
・国立教育
政策研究所

「情報Ⅰ」
研修資料

「情報Ⅱ」
研修資料

「情報科」
実践事例集

令和７年度
共通テスト

予告

学習評価に関
する参考資料
（国研）

「情報Ⅰ」
解説動画、
研修、学習

会

「情報Ⅱ」
解説動画、
研修

令和７年度
共通テスト
大綱（予
定）

学習指導要
領実施状況
予備調査

学習指導要
領実施状況

調査
（予定）

着実な実施

着実な実施

共通教科情報科のタイムテーブル

91
（参考）2014.11.20中教審諮問 2015.8.26論点整理 2016.8.26審議まとめ 2016.12.21答申

よりよい実施

よりよい実施



〇高等学校学習指導要領第2章第 10 節情報第3款の1
第３款 各科目における指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（3）各科目は，原則として同一年次で履修させること。また，「情報

Ⅱ」については，「情報Ⅰ」を履修した後に履修させることを原則とす

ること。

（4）公民科及び数学科などの内容との関連を図るとともに，教科の目標

に即した調和のとれた指導が行われるよう留意すること。

92

共通教科情報科における履修年次及び履修の順序，他教科等との関

連に関する学習指導要領解説情報編での記述内容について

※特に(3)の同一年次での履修に関しては，「各科目の履修に当たっては，実習
などの実践的・体験的な学習活動を通して各科目の目標を達成するように配慮し，
指導の効果を高めるためには，複数年次にわたって分割し各年次1単位で履修さ
せるよりも，同一年次で集中的に２単位を履修させた方がより情報活用能力の定
着に効果的である」ことから規定されている。（高等学校学習指導要領（平成30
年度告示）解説情報編P.62）
※「情報Ⅰ」の単位減はできない。（高等学校学習指導要領（平成30年度告示）
第1章総則第2款3(2)ア(ｱ)のただし書き）



令和４年１１月１５日付「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」（抄）

高等学校情報科については、令和４年度より共通必履修科目「情報Ⅰ」の履修が開始され
、令和５年度には選択科目「情報Ⅱ」の開設が予定されており、指導体制の一層の充実が求
められています。

こうした中で、文部科学省が令和４年度における公立高等学校情報科担当教員の専門性の
向上及び採用・配置等に関する状況を調査したところ、共通教科情報科を担当している教員 
4,756 人のうち、796 人が高等学校教諭臨時免許状（情報）の授与を受けた者又は情報の免
許外教科担任の許可を受けた者であることが明らかになりました。これを受け、この度、調
査の結果とともに免許状保有者による指導体制の確保及び担当教師全体の指導力の向上に関
する施策パッケージを公表したところです（別添１）。

これらの者の配置を行っている教育委員会に対しては、令和４年 10 月５日付け事務連絡
「令和４年度からの高等学校学習指導要領の着実な実施に伴う高等学校教科『情報』の指導
体制の改善計画の作成について」より、抜本的な改善計画を提出していただいたところです
が、改めて下記の事項に留意の上、高等学校を設置する全

ての教育委員会（以下「関係教育委員会」という。）において、情報科の指導体制の抜本的
強化を図っていただくようお願いします。

また、国立・私立の高等学校においても必要な改善が図られるよう、各都道府県知事及び
構造改革特別区域法（平成 14 年法律第 189 号）第 12 条第 1 項の認定を受けた地方公共
団体の長におかれては所轄の学校及び学校法人等に対して、各国公立大学法人の長におかれ
てはその設置する附属学校に対して、各文部科学大臣所轄学校法人理事長におかれてはその
設置する学校に対して、本通知の内容を情報提供願います。

93

https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


令和４年１１月１５日付「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」（抄）

１．指導体制の強化について

（１）改善計画の着実な履行

（略）

なお、これまでの通知でも強調しているとおり、免許外教科担任は、「ある教科の教授を担任すべき教員を採用
することができないと認めるとき」に一年以内に限り許可することができるものであること、臨時免許状は「普通免
許状を有する者を採用することができない場合に限り」授与することができる免許状であることを踏まえ、これらの
制度の趣旨に鑑みて、安易な許可や授与は行わないことが適当です。また、臨時免許状により勤務している者が
、特別免許状の授与要件を満たし得る場合には、特別免許状の積極的な活用を御検討ください。

（２）免許法認定講習等の実施

（１）のうち、現在情報を指導しており、情報の普通免許状を保有していない教師に対する情報の普通免許状の
取得（教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147号）別表第３、別表第４又は別表第８によるものをいう。）促進に当

たっては、免許法認定講習、免許法認定公開講座又は免許法認定通信教育（以下「認定講習等」という。）の受
講を奨励することなどが考えられます。文部科学省ホームページにおいて、毎年度当初に認定講習等の開設予
定を調査・公表しているほか、定期的に最新の認定状況を取りまとめておりますので（参考１）、管下の教師に

対する受講奨励に御活用ください。

また、大学の指導の下に教育委員会において認定講習等を開設することも検討願います。文部科学省におい
ては、認定講習等の開設経費に活用できる委託事業を実施しており、令和４年 11 月中に追加募集を行う予定で
すので、当該事業の活用も併せて積極的に開設の御検討をお願いします（参考２）。（略）

（３）教育委員会における体制整備

情報教育の一層の振興に当たっては、教育委員会における体制の強化も重要な課題です。今般の調査の結果
、情報科専任の指導主事を置いていない都道府県教育委員会は全体の約 40％にのぼることが明らかになりま
した。例えば中学校以下の情報教育や小学校のプログラミング教育と併せて専任の指導主事を複数置く体制を
整えるなど、初等中等教育全体を通じた指導体制の強化を図っていただくようお願いします。
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https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


令和４年１１月１５日付「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」（抄）

２．施策パッケージについて

（３）協議会の設置

今後、GIGA スクール構想に基づき１人 1 台端末環境の下で学んだ生徒が入学してくることを踏まえ、高等学
校情報科の指導内容の更なる高度化が求められる中、専門性を有する教師の育成・確保や外部人材によるサポ
ートを持続可能な形で行っていくためには、各都道府県教育委員会が、情報科をめぐる課題をしっかりと分析す
るとともに今後の人材需要について一定の推計を行い、域内のデジタル人材の育成・確保に関わるステークホル
ダーである大学、高等専門学校、情報関連の専門学校及び産業界等と連携協力して取り組んでいく体制を整備
することが必要です。

このため、各都道府県教育委員会におかれては、こうしたことについて協議する場の設置を早急に検討いただ
くようお願いします。なお、こうした協議の場の設置に当たっては、文部科学省としても支援策を検討していますの
で、詳細は追って事務連絡によりお知らせします（別添３）。

３．その他

（１）「情報Ⅱ」の開設促進

今後、GIGA スクール構想による１人１台端末環境の下で学んだ高い情報活用能力を有した生徒が高等学校
に入学してくることが想定される中、我が国で不足するデジタル人材の初等中等教育段階からの育成を一層充
実させていく観点から、「情報Ⅰ」において高等学校情報教育の基盤を確固たるものとすることとともに、更に学び
たい生徒のために、より高度な内容を取り扱う「情報Ⅱ」の開設を促進することが必要です。このことは、情報の
専科教員の養成・採用を中長期的かつ安定的に進めていく観点からも極めて重要です。各教育委員会におかれ
ては、各学校の生徒の実態を踏まえつつ、教師や外部人材の確保を進めながら、より多くの学校における「情報
Ⅱ」の開設に計画的に取り組んでいただくようお願いします。

（２）中学校等における対応

今回、高等学校情報科において顕在化した指導体制の課題については、類似の問題が中学校「技術・家庭科」
（技術分野）でも生じていると考えています。我が国全体の喫緊の課題であるデジタル人材の育成に向けては、
初等中等教育段階を通じた指導体制の改善及び教師の指導力向上を加速させていく必要があると考えており、
今後中学校等についても、今回の高等学校における対応を参考としつつ、詳細な実態調査を実施し、改善方策を
講じたいと考えていますので、あらかじめ申し添えます。

（３）今後の継続的なフォローアップ （略）
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https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221124-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


96https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


97https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


98https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


99https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


100https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


101https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20221108-mxt_jogai02-000021518_001.pdf


102https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf


103
（※下線は田﨑による） https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230320-mxt_kyoikujinzai01-1412985_00004-11.pdf


（参考）内閣府
「AI戦略2021」より

104



（略）

（参考）内閣府
「AI戦略2022」より

105



令和３年第６回経済財政諮問会議 萩生田文部科学大臣提出資料（抜粋）106



学習指導要領・共通教科情報科の目標

107

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第２章第10節 情報 第１款 目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解
決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

107

知識及び技能 (1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法に
ついて理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりに
ついての理解を深めるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

学びに向かう
力・人間性等

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参
画する態度を養う。



共通教科情報科の評価の観点及びその趣旨

(1) (2) (3)

情報と情報技術及びこれら
を活用して問題を発見・解
決する方法について理解を
深め技能を習得するととも
に，情報社会と人との関わ
りについての理解を深める
ようにする。

様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え，問題の
発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活
用するとともに，情報社会
に主体的に参画する態度を
養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報と情報技術を問題の発
見・解決に活用するための
知識について理解し，技能
を身に付けているとともに，
情報化の進展する社会の特
質及びそのような社会と人
間との関わりについて理解
している。

事象を情報とその結び付き
の視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情
報技術を適切かつ効果的に
用いている。

情報社会との関わりについ
て考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に
情報と情報技術を活用し，
自ら評価し改善しようとし
ている。
 

【学習指導要領 第２章 第10節 情報「第１款 目標」】

【改善等通知 別紙５ 各教科等の評価の観点及びその趣旨 ＜情報＞】
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学習指導要領・情報Ⅰの目標

109

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第２章第10節第２款第１ 情報Ⅰ 1

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解
決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

109

知識及び技能 (1) 効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用
について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人とのかかわ
りについて理解を深めるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

学びに向かう
力・人間性等

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参
画する態度を養う。



「情報Ⅰ」の評価の観点及びその趣旨（例）

(1) (2) (3)

効果的なコミュニケーショ
ンの実現，コンピュータや
データの活用について理解
を深め技能を習得するとと
もに，情報社会と人との関
わりについて理解を深める
ようにする。

様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え，問題の
発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活
用するとともに，情報社会
に主体的に参画する態度を
養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

効果的なコミュニケーショ
ンの実現，コンピュータや
データの活用について理解
し技能を身に付けていると
ともに，情報社会と人との
関わりについて理解してい
る。

事象を情報とその結び付き
の視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情
報技術を適切かつ効果的に
用いている。

情報社会との関わりについ
て考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に
情報と情報技術を活用し，
自ら評価し改善しようとし
ている。

【学習指導要領 第２章 第10節 情報「第２款 第１ 情報Ⅰ １ 目標」】

【「第２款 第１ 情報Ⅰ」の評価の観点及びその趣旨（例）】
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学習指導要領・情報Ⅱの目標

111

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第２章第10節第２款第２ 情報Ⅱ 1

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解
決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的，創造的に活用し，情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与するための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

111

知識及び技能 (1) 多様なコミュニケーションの実現，情報システムや多様なデータの
活用について理解を深め技能を習得するとともに，情報技術の発展と社
会の変化について理解を深めるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的，創造的に活用する力を養う。

学びに向かう
力・人間性等

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，新たな価値の創造を目
指し，情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与する態度を養う。



「情報Ⅱ」の評価の観点及びその趣旨（例）

(1) (2) (3)

多様なコミュニケーション
の実現，情報システムや多
様なデータの活用について
理解を深め技能を習得する
とともに，情報技術の発展
と社会の変化について理解
を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結
び付きとして捉え，問題の
発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的，
創造的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活
用するとともに，新たな価
値の創造を目指し，情報社
会に主体的に参画し，その
発展に寄与する態度を養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

多様なコミュニケーション
の実現，情報システムや多
様なデータの活用について
理解を深め技能を習得する
とともに，情報技術の発展
と社会の変化について理解
を深めている。

事象を情報とその結び付き
の視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情
報技術を適切かつ効果的，
創造的に用いている。

情報社会との関わりについ
て考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に
情報と情報技術を活用し，
自ら評価・改善し新たな価
値を創造しようとしている。

【学習指導要領 第２章 第10節 情報「第２款 第２ 情報Ⅱ １ 目標」】

【「第２款 第２ 情報Ⅱ」の評価の観点及びその趣旨（例）】
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〇高等学校学習指導要領第2章第 10 節情報第3款の1

第３款 各科目における指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（1）単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能

力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るよう

にすること。その際，情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情

報と情報技術を活用して問題を発見し主体的，協働的に制作や討論等を

行うことを通して解決策を考えるなどの探究的な学習活動の充実を図る

こと。

113

共通教科情報科における主体的・対話的で深い学び，探究的な学びに

関する学習指導要領解説情報編での記述内容について

※共通教科情報科では，「情報に関する科学的な見方・考え方」については，
「事象を，情報とその結び付きとして捉え，情報技術の適切かつ効果的な活用
（プログラミング，モデル化とシミュレーションを行ったり情報デザインを適用
したりすること等）により，新たな情報に再構成すること」であると整理されて
いる。（高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説情報編P.7）



高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説情報編第１部第３章１
（１） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（一部抜粋）

共通教科情報科においては，「主体的な学び」とは，見通しをもって試行錯誤することを
通して自らの情報活用を振り返り，評価・改善して，次の問題解決に取り組むことや，生
徒に達成感を味わわせ学習に取り組む意欲を高めたり，個々の興味・関心や能力・適性
に応じてより進んだ課題に取り組んだりすることなどであると考えられる。

「対話的な学び」とは，生徒が協働して問題の発見・解決に取り組んだり，互いに評価し
合ったりして，情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり，産業の現場など実社会
の人々と関わるなどして現実の問題解決に情報技術を活用することの有効性を，実感を
もって理解したりすることなどであると考えられる。

「深い学び」とは，具体的な問題の発見・解決に取り組むことを通して，日常生活におい
てそうした問題の発見・解決を行っていることを認識し，その過程や方法を意識して考え
るとともに，その過程における情報技術の適切かつ効果的な活用を探究していく中で「見
方・考え方」を豊かで確かなものとすること，それとともに，情報技術を活用し，試行錯誤
して目的を達成することにより，情報や情報技術等に関する概念化された知識，問題の
発見・解決に情報技術を活用する力や情報社会との適切な関わりについて考え主体的
に参画しようとする態度などといった資質・能力を獲得していくことであると考えられる。

以上のような授業改善の視点を踏まえ，共通教科情報科で育成を目指す資質・能力及
びその評価の観点との関係も十分に考慮し，指導計画等を作成することが必要である。
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共通教科情報科における主体的・対話的で深い学び，探究的な学びに

関する学習指導要領解説情報編での記述内容について



共通教科情報科で学ぶ主な内容

(1)情報社会の問
題解決

情報と情報技術を活用して問題を発見・解
決する方法や情報モラル，情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社
会の構築などについて考察する。

(2)コミュニケー
ションと情報デザ
イン

効果的なコミュニケーションを行うために，
情報デザインの考え方や方法に基づいて表
現する。

(3)コンピュータ
とプログラミング

プログラミングによりコンピュータを活用
するとともに，モデル化やシミュレーショ
ンを通して問題の適切な解決方法を考える。

(4)情報通信ネッ
トワークとデータ
の活用

情報セキュリティを確保し，情報通信ネッ
トワークを活用するとともに，データを適
切に収集，整理，分析し，結果を表現する。

(1)情報社会の進展
と情報技術

情報社会の進展と情報技術との関係を歴史的に捉
え，将来の情報技術と情報社会を展望する。

(2)コミュニケー
ションとコンテンツ

文字，音声，静止画，動画等を組み合わせたコン
テンツを，情報デザイン及び社会に発信したとき
の効果や影響も考慮して制作する。

(3)情報とデータサ
イエンス

データサイエンスの手法により，多様かつ大量の
データを基に，現象をモデル化し，分析し，その
結果を読み取り，解釈し表現する。

(4)情報システムと
プログラミング

情報システムを開発の効率等に配慮して設計する
とともに，情報システムを構成するプログラムを
制作する。

(5)情報と情報技術
を活用した問題発
見・解決の探究

情報Ⅰ及び情報Ⅱで身に付けた資質・能力を総合
的に活用し，情報と情報技術を活用して問題の発
見・解決に取り組み，新たな価値を創造する。

「情報Ⅰ」の主な内容 「情報Ⅱ」の主な内容

(1)情報の活用と表
現

(2)情報通信ネット
ワークとコミュニ
ケーション

(3)情報社会の課題
と情報モラル

(4)望ましい情報社
会の構築

(1)コンピュータ
と情報通信ネット
ワーク

(2)問題解決とコ
ンピュータの活用

(3)情報の管理と
問題解決

(4)情報技術の進
展と情報モラル

コミュニケーション
のための情報技術の
活用に関する内容
➢「情報Ⅰ」(2)
➢「情報Ⅱ」(2)

コンピュータや情報シ
ステムの基本的な仕組
みと活用に関する内容
➢「情報Ⅰ」(3)
➢「情報Ⅱ」(4)

情報化が進展する社会や
情報社会と人間との関わ
りに関する内容（問題解
決に関する内容を含む）
➢「情報Ⅰ」(1)
➢「情報Ⅱ」(1)

データを活用するための情
報技術の活用に関する内容
➢「情報Ⅰ」(4)
➢「情報Ⅱ」(3)（ほぼ新
規）

「社会と情報」 「情報の科学」

（参考）平成21年改訂学習指導要領における科目からの内容構成の変更（イメージ）

ネットワークに関す
る内容は「情報Ⅰ」
(4)へ

情報と情報技術を活用した
問題発見・解決の探究
➢「情報Ⅱ」(5) （新規）

問題の発見・解決に向けて，事象を情報とその結び付
きの視点から捉え，情報技術を適切かつ効果的に活用
する力を育む科目 

「情報Ⅰ」において培った基礎の上に，問題の発見・解決に向
けて，情報システムや多様なデータを適切かつ効果的に活用し，
あるいはコンテンツを創造する力を育む科目
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共通必履修科目
情報Ⅰ

選択科目
情報Ⅱ

情報産業と社会

情報の表現と管理

情報テクノロジー

情報セキュリティ

共通教科情報科 専門教科情報科

共通的分野の科目群

情報システムのプログラミング

ネットワークシステム

データベース

情報システム分野の科目群

情報デザイン

コンテンツの制作と発信

メディアとサービス

コンテンツ分野
の科目群

課題研究

情報実習

総合的科目

専門教科情報科 ※主に専門高校で実施。普通科の選択科目としても実施。 
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（参考）
令和５年４月新設・改編
茨城県立IT未来高等学校 IT科
長崎市立長崎商業高等学校 情報科
大分県立情報科学高等学校 デジタル創造科

令和８年４月新設・改編予定：４校
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学習指導要領・専門教科情報科の目標

119

学習指導要領では，全ての教科等の目標について，①育成することを目指す
資質・能力（何ができるようになるか）と，②教科等の特質に応じた学習過
程（どのように学ぶか）を明示。

高等学校学習指導要領（平成３０年３月３１日告示）

第３章第７節 情報 第１款 目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して，情報産業を通じ，地域産業をはじめ情報社会の健全で持続的な発展
を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

119

知識及び技術 (1) 情報の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連す
る技術を身に付けるようにする。

思考力・判断
力・表現力等

(2) 情報産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏ま
え合理的かつ創造的に解決する力を養う。

学びに向かう
力・人間性

(3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目
指して自ら学び，情報産業の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む
態度を養う。



専門教科情報科の評価の観点及びその趣旨

(1) (2) (3)

情報の各分野について体系
的・系統的に理解するとと
もに，関連する技術を身に
付けるようにする。

情報産業に関する課題を発
見し，職業人に求められる
倫理観を踏まえ合理的かつ
創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな
人間性を育み，よりよい社
会の構築を目指して自ら学
び，情報産業の創造と発展
に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報の各分野について体系
的・系統的に理解している
とともに，関連する技術を
身に付けている。

情報産業に関する課題を発
見し，職業人に求められる
倫理観を踏まえ合理的かつ
創造的に解決する力を身に
付けている。

よりよい社会の構築を目指
して自ら学び，情報産業の
創造と発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を身に
付けている。

【学習指導要領 第３章 第７節 情報「第１款 目標」】

【改善等通知 別紙５ 各教科等の評価の観点及びその趣旨 ＜情報＞】
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〇高等学校学習指導要領第3章第 ７ 節情報第3款の1

第３款 各科目における指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

（1）単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能

力の育成に向けて，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るように

すること。その際，情報の科学的な見方・考え方を働かせ，社会の様々な

事象を捉え，専門的な知識や技術などを基に情報産業に対する理解を深め

るとともに，新たなシステムやコンテンツなどを地域や産業界等と協働し

て創造するなどの実践的・体験的な学習活動の充実を図ること。
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専門教科「情報」における主体的・対話的で深い学び，探究的な学びに

関する学習指導要領解説情報編での記述内容について

※専門教科情報科では，「情報の科学的な見方・考え方を働かせ」について，
「情報産業に関する事象を，情報技術を用いた問題解決の視点で捉え，情報の科
学的な理解に基づいた情報技術の適切かつ効果的な活用と関連付けることを意味
している」と整理している。（高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説情
報編P.84）



最新の動向（技術革新の進捗状況等）を補うための外部講師の活用や企
業等との連携，生徒を伴って産業現場を訪問する等の工夫例

科目名 扱った最新の動向及び外部講師の活用や企業、大学等との連携等の工夫例（生徒がそのようなことを経験する意義も含む）
（外部講師を活用した場合）

講師時間数 講師の職業等

情報の表現と管理

民間企業へ講師を依頼し、「学校が所在する自治体をスマートシティと捉えた地域活性化の提案」と題し、地域の土地
や自然の特徴を活かしながら、市民それぞれがそれぞれの豊かさを目指すことのできる都市について探究活動を行っ
た。民間企業の協力を得て、自治体の活性化とそれを支える先端技術を身近に感じさせ、それらに自分たちの提案に
組み入れることにより独創的な提案を立てさせることができた。

6
・Webデザイナー
・システムエンジニ
ア

課題研究

AIやシミュレーション、IoTなど最新のIT技術の活用において、民間企業の方や大学教授より定期的に技術指導やアド
バイスを頂き研究・製作を行った。スムーズな連携を行うために講師・教員間の定期的なミーティングやチームコミュニ
ケーションツールを積極的に活用した。その結果、最新の知識・技術を習得するとともに情報産業への理解を深めるこ
とができた。

情報テクノロジー

民間企業（通信事業者）に出前授業を依頼し、VR を用いた危険作業体験を行った。実際に情報通信業界を支えている
企業が来てくれたことで、テクノロジー分野の有用性を感じさせることができた。さらにVR 技術がモデル化とシミュレー
ションに活用できることを学ぶことができた。

2 時間 民間企業

情報産業と社会
現役IT企業社員を招聘し、IT業界の業務に関する特別授業（講演）を実施した。実際の現場で働く企業の方からの最新
の情報やこれまでのキャリアを聞くことで、自身の将来につなげることができる。

100 民間企業

情報産業と社会

県情報産業協会の出前講座として、IT業界の現状と題して情報産業に携わる企業の方を招いて講演いただいた。上級
学年におけるインターンシップと併せて、地域産業をはじめ情報社会の発展を担う職業人育成に向けて、働くことの社
会的意義や役割、情報産業の現状について学ぶことができた。

１時間 民間企業

情報デザイン

情報デザインの基礎や基本的なグラフィックソフトの活用については担当教諭が教えるが、クライアントの要望に応じた
デザインの実践方法や最新の技術指導については、地元デザイナーに学校に来てもらい授業に参加していただいて
いる。

１０時間
グラフィックデザイ
ナー

情報の表現と管理
情報コンテンツを扱う上での必要な知識や技術については担当教諭が教えるが、効果的な情報発信の方法や最新の
情報の編集方法については、雑誌の編集作業の経験がある講師に学校に来てもらい授業に参加していただいている。

２時間 研究所

課題研究

「健康ゲーム指導士」の資格取得のため、外部講師を招いて講義と実技を行った。習得した知識を活用するために、地
域の高齢者を対象とした「健康ゲーム」大会を開いた。今後は市との連携を始め、官学が一体となって展開したい。校
外での活動や異年齢の方との交流の中で、表現力や積極的に行動する力が向上したと思われる。

2 民間団体

課題研究
色彩についての講座を開講するために、専門の講師の先生に講座を担当してもらっている。生徒から色彩について学
びたいというニーズがあり、10年ぐらい続けている。

週4時間 専門学校教員

課題研究
ＰＶなどの動画制作を研究したい生徒のために、地元のケーブルテレビで動画編集講座を受けた。プロの現場で動画
の撮影や編集などの技法を学び、授業で学んできたことをさらに発展させる。

2時間 ＫＢＮ職員

情報テクノロジー

大学で実際に行われている講義・授業等を身近に体験することで、情報の最先端教育に対する理解を深め、進路意欲
を高めるとともに、今後の学習意欲を喚起することを目的に実施した。具体的には、ＡＩ、クラウド、IoTを情報社会でどの
ように活用するか、研究内容を含めてご紹介していただいた。

2時間 大学教授

情報デザイン 
外部企業と連携し、広告に関わる実習を予定している。要件に沿ったデザインの広告を制作する。クライアントのニー
ズを分析し、制作した成果物を期限内に提出するまでの一連の流れを行うことより実践力を育てる。（２年生） 

5時間 民間企業 
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学習評価の基本的な流れ
1. 学習指導要領に示された教科の目標と「評価の観点及びそ

の趣旨」の対応関係を確認する
2. １を踏まえ、科目の目標に対する「評価の観点の趣旨

（例）」を作成する
3. 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する

1. 各科目における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関
係を確認する

2. 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評
価規準」を作成する

単元ごとの学習評価へ
第２編までの説明は教職員支援機構サイト
https://www.nits.go.jp/materials/youryou/で配信中
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単元の学習評価の進め方
評価の進め方 留意点

１
単元の目標を
作成する

○ 学習指導要領の目標や内容，学習指導要領解説等を踏まえて作成する。
○ 生徒の実態，前単元までの学習状況等を踏まえて作成する。
※ 単元の目標及び評価規準の関係（イメージ）については下図参照

作成する

３
「指導と評価の計画」を作成する

○ １，２を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。
○ どのような評価資料（生徒の反応やノート，ワークシート，作品等）
を基に，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するかを考えたり，
「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て等を考えたりする。

○ ３に沿って観点別学習状況の評価を行い，生徒の学習改善や教師の指
導改善につなげる。

４
観点ごとに総括する

○ 集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから，観点ごとの総括的
評価（Ａ，Ｂ，Ｃ）を行う。

授業を行う

４
観点ごとに総括する

１
単元の目標を
作成する

２
単元の評価規準を
作成する

３
「指導と評価の計画」
を作成する
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平成31年1月21日中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会 「児童生徒の学習評
価の在り方について（報告）」（抄）

２．学習評価についての基本的な考え方 

 

（１）カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価
○ 各学校における教育活動は、学習指導要領等に従い、児童生徒や地域の実態を踏

まえて編成した教育課程の下で作成された各種指導計画に基づく授業（「学習指導」）と
して展開される。各学校は、日々の授業の下で児童生徒の学習状況を評価し、その結果
を児童生徒の学習や教師による指導の改善や学校全体としての教育課程の改善、校務
分掌を含めた組織運営等の改善に生かす中で、学校全体として組織的かつ計画的に教
育活動の質の向上を図っている。

このように、「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり、教育課程に基
づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の
中核的な役割を担っている。

（２）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価
〇 特に指導と評価の一体化を図るためには、児童生徒一人一人の学習の成立を促す

ための評価という視点を一層重視することによって、教師が自らの指導のねらいに応じ
て授業の中での児童生徒の学びを振り返り学習や指導の改善に生かしていくというサイ
クルが大切である。すなわち、新学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学
び」の視点からの授業改善を通して各教科等における資質・能力を確実に育成する上で
、学習評価は重要な役割を担っている。
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実践事例：「情報Ⅰ」学習指導と学習評価の工夫・改善

• 「情報社会の問題解決」「協働的な学び」、「情報デザイン」、「探究的な学び」（北海道）

• 情報デザインとプログラミングの融合（福島県）

• コンピュータとプログラミング、プログラミング（神奈川県）

• データの活用（富山県）

• 協働的な学び、著作権について（山梨県）

• データの活用 問題解決、情報デザイン オリジナルの本の帯の制作（岐阜県）

• コミュニケーションと情報デザイン、情報デザイン（静岡県）

• 情報社会の問題解決、職業の抱える問題を分析し、情報技術を活用した解決策を提
案する授業における「主体的に学習に取り組む態度」の評価（大阪府）

• プログラミング 外部装置による問題解決（奈良県）

• コンピュータとプログラミング（演算の仕組み）（和歌山県）

• プログラミング（島根県）

• アルゴリズムとプログラム（香川県）

• プログラミング 教科等横断型授業 情報Ⅰ×数学Ⅰ（愛媛県）

• 情報デザイン（高知県）

• 情報デザイン、ピクトグラムの作成（宮崎県）

• コミュニケーション手段の発展と特徴（新潟市）
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専門教科「情報」教育課程編成・実施
前年度から改善されたこと

• （併設している）普通科ともに様々なプログラミング
に関する内容が授業で取り上げられるよう教育課程を
編成

• １人１台端末の活用含め学校全体で情報教育を充実
• 「配当する総授業時数の１０分の５以上を実験・実習
に配当すること」があることでスマート専門高校関連
事業で環境が少しずつ改善。

• 新教育課程の実施初年度にあたり、準備をした授業内
容や評価を教科担当者で会議を定期的に行い、改善。
特に評価は情報科だけでなく、他教科の評価にも応用
できるような仕組みを構築。今年度も定期的に会議を
行い、改善を図る

• 観点別評価について学期ごとに課題を共有し見直し。
評価の結果が生徒の具体的な学習改善につながるよう
学校全体で情報共有
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“新着情報”で順次掲載！

優れた指導力を有する教師による授業解説動画等×21本

１本約15分程度

体験を通して学べる

動画をさらに解説した研修用動画も掲載！

“ほっと”
な情報

お届けします

メルマガ登録は
           こちら

村井純 慶応義塾大学教授
「楽しいデジタル社会を作ろう！」

～君たちはなぜ今、情報を学ぶのか～

登本洋子 東京学芸大学准教授
「情報Ⅰってなんだろう？」

～情報科・情報Ⅰの魅力～

情報科教師×教科調査官
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情報Ⅰ解説動画
• インターネットサムライがやって来た！「楽しいデジタル社会を創ろう！」

• 情報Ⅰってなんだろう？

• コミュニケーションと情報デザインについて
– [1]「情報デザインの要！情報の構造化」

– [2]「情報デザインの極意！[具体化]と[抽象化]」

– [3]「これで君もクリエイター！コンテンツ制作の流れとコツ」

– [4]「デジタル化の現場で学ぶ！マルチメディア作品の作り方！」

• コンピュータとプログラミングについて
– [1]「センサーライトを作ろう!」

– [2]「100連ガチャをプログラムして作ろう!」

– [3]「公平な方法で発表順番を決めよう!」

– [4]「天気予報表示マシーンを作ろう!」

– [5]「オリジナルAIをつくろう！」

• 情報通信ネットワークとデータの活用について
– [1]「身近にあるネットワークにつながっている機器」

– [2]「意外と簡単！？自分でできるネットワークの構成」

– [3]「身近にあるデータベースを学ぼう！」

– [4]「アンケートで身近な問題を解決しよう！」

– [5]「オープンデータを活用しよう！」

– [6]「はじめてのネットワーク構築」
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R4 ICT活用教育アドバイザー事業で実施した
情報Ⅰの学習会について

• 【第1回】 情報Ⅰを進める上での、スムーズな授業展開のためのヒント

• 【第2回】情報Ⅰにおける「主体的・対話的で深い学び」を行うためのヒント

• 【第3回】3学期に向けたデータサイエンス概論

• 【第4回】データの種類に応じた分析・教育実践事例

• 【第5回】情報通信ネットワークの仕組みと運用

• 【第6回】生徒がプログラミングする際の留意点

• 【第7回】アルゴリズムの比較から効率的なアルゴリズムの理解の仕方

• 【第8回】情報をデザインすることの意義、デザインするための一連の進め方

• 【第9回】情報・メディアと問題解決の進め方

• 【第10回】「情報Ⅱ」に向けた情報教育概論

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02154.html

各回の動画（講演・質疑応答）、講師のスライドはまとめて下記URLで
公開しています
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133コミュニケーションと情報デザイン（３）「これで君もクリエイター！コンテンツ制作の流れとコツ」より

「デザイン思考」と「共感マップ」を組み合わせてコンテンツを制作する

ユーザーのニーズを絞り要件を定義～プロトタ
イプ作成～ソフトウェアで制作～検証

「情報Ⅰ」解説動画で紹介している問題解決の例

https://www.youtube.com/watch?v=1G8ETJDiAcE


134高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修用教材(本編)より

コンテンツを制作し発信し、分析して改善する

「情報Ⅱ」における問題解決の例

SNSやWebサイト等で発信し、ユーザー

からのフィードバックやコンテンツへの
アクセス状況を分析してコンテンツを改
善することが考えられる

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00018.html


135コンピュータとプログラミング（２）「100連ガチャをプログラムして作ろう!」より

身近な話題から、問題を解決するための方法や手順を用いて解決策を考える

シミュレーションの結果をグラフにして検討する

「情報Ⅰ」解説動画で紹介している問題解決の例

https://www.youtube.com/watch?v=KGyOQGWCTe0


136高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修用教材(本編)より

情報システムの設計、情報システムを構成する
プログラムを制作しその過程を評価し改善する

「情報Ⅱ」における問題解決の例

社会の中で稼働している情報システム
を取り上げ、それらの仕組みと関連さ
せながら扱う。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00018.html


137情報通信ネットワークとデータの活用（４）「アンケートで身近な問題を解決しよう！」より

身近な疑問を、PPDACサイクルの流れで明らかにする
（この例のテーマは「学習時間と睡眠時間との間に関係性はあるか？」）

グラフや散布図を作成して検討する。得られた結論をもとに次のサイクルへ。

「情報Ⅰ」解説動画で紹介している問題解決の例

https://www.youtube.com/watch?v=VFzCUPp30jg
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動画：情報通信ネットワークとデータの活用
（５）「オープンデータを活用しよう！」より

資料：高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修
用教材(本編)より

「情報Ⅰ」では単回帰分析で予測する

「情報Ⅱ」では重回帰分析も扱う

「情報Ⅰ」解説動画で紹介している問題解決の例と「情報Ⅱ」での問題解決の例

「情報Ⅱ」ではさらに主成分分析、分類に
よる予測、ニューラルネットワーク等も扱う

https://www.youtube.com/watch?v=cMPnwCAzj-M
https://www.youtube.com/watch?v=cMPnwCAzj-M
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00018.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00018.html


https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02395.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm
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（参考）発表・交流を専門性向上につなげる

• 全国大会
• 全国高等学校情報教育研究会全国大会（参加登録でアーカイブ
視聴可能）

• 全国専門学科「情報科」研究協議会（専門学科設置校のみ）

• 都道府県の情報教育研究会・情報部会
• お勤めの都道府県での研究会，研究大会

• お勤めの都道府県以外でも参加可能な研究会，研究大会等
例：東京都高等学校情報教育研究会の研究協議会，都高情研
チャンネル（アーカイブ視聴は会員のみ），研究大会等
例：神奈川県高等学校教科研究会情報部会の実践事例報告会

• さまざまな学会（情報Ⅱ教員研修資料巻末参照）
• 研究大会，研究会で研究事例の共有

• 学会主催のコンテストのエントリーを目指し授業を行う
• （例）中高生情報学コンテスト（情報処理学会）

• （例）データビジネス創造コンテスト（慶應義塾大学SFC研究所）
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令和５年６月７日付事務連絡 高等学校情報科教員の専門性の向上について（依頼）（抄）

高等学校情報科については、令和４年度より共通必履修科目「情報Ⅰ」の履修が開始され、令和５年度には選
択科目「情報Ⅱ」の開設が始まるなど、指導体制の一層の充実が求められています。

文部科学省では、令和４年 11 月 15 日付け「高等学校情報科に係る指導体制の一層の充実について（通知）」
（４文科初第 1587 号）により、高等学校を設置する全ての教育委員会において、情報科の指導体制の抜本的強
化を要請し、改善計画を策定いただいたところです。

こうした中、文部科学省では、今年度も切れ目ない研修機会を提供する取組を行っておりますが、一般社団法
人情報処理学会の主催の「2023 年度情報処理学会高等学校情報科教員研修」（文部科学省後援、文部科学省
補助金事業）が今年度も開催されることとなりました。研修内容も大変充実しており、オープンバッジ（受講したこ
との証明として利用できる、偽造不可能なデジタルデータ）も交付されるなど、今後の研修計画や教員配置にも生
かせるものとなっております。

また、文部科学省でも情報科特設 Web サイトにて一般社団法人情報処理学会等と連携して様々な研修用教
材・講義動画等の提供、情報Ⅰのポイントを優れた指導力を有する教師が分かりやすく説明する実践的な授業動
画を提供しています。令和５年度からは、文部科学省教科調査官の監修の下、NHK 高校講座「情報Ⅰ」も放送さ
れています。

各都道府県・指定都市教育委員会情報教育担当課長等におかれては、教員配置担当課長や研修担当課長と
も連携し、情報科教員に対し、夏季休業期間等を活用した当該研修への積極的な参加を促進する観点から、こう
した情報を効果的に提供するとともに、教育公務員特例法第２２条の６第１項に基づく研修受講の奨励を推進す
るなど、できる限り多くの情報科教員がこれらの機会を活用できるようお願いします。

なお、今後、免許外教科担任等の解消に向けた取組状況（本年度の配置状況、来年度の予定）について調査・
公表をする際に、これらの指導力の向上に資する各種研修の受講状況や今後の予定についても併せて把握する
ことを検討しておりますので、この旨申し添えます。

〇2023 年度情報処理学会 高等学校情報科教員研修 

・申込：2023 年 7 月 10 日～12 月 15 日 受講：2023 年 7 月下旬～ 2024 年 1 月 31 日

https://www.ipsj.or.jp/annai/committee/education/KENSHU2023.html

・問い合わせ先 一般社団法人 情報処理学会 sig＠ipsj.or.jp

〇文部科学省作成 高等学校情報科「情報Ⅰ」授業解説動画 https://www.nttls-edu.jp/joho/
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（参考）情報処理学会が行う研修

https://www.ipsj.or.jp/annai/committee/education/KENSHU2023.html
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144２０２３年６月２３日現在：https://www.nhk.or.jp/kokokoza/2d-code/index.html?series=jouhou1

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/2d-code/index.html?series=jouhou1


（参考）その他研修会について

• 教職員支援機構が行う研修

– 産業・情報技術等指導者養成事業（情報G-1）
8/2-8/4 会場：大阪公立大学健康科学イノベーションセンター

※参加方法、費用負担等詳細は学校へ届いている通知を御確認
の上、学校管理職の先生と相談してください

– 学校教育の情報化指導者養成研修
 9/20-9/22 リアルタイム・オンライン研修
※詳しくは、「令和５年度 NITS研修ガイド」をご覧ください
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研修等の支援で考えられること
• 授業の方法，評価の方法を常に見直す

• 教育課程の改善，充実に向け年間指導計画等の
改善を折に触れ促す（情報Ⅰ，情報Ⅱ，専門教科
とのつながり，中学校技術とのつながり含む）

• 数学科含む他教科等との連携の充実を促す

• 情報デザイン，プログラミングや統計等の指導力
向上を図る。専門教科を担当できる教師を増やす

• カリキュラム・マネジメントの視点で情報活用能力
の育成に寄与する専門性の向上を図る（教科とし
て，学校全体の取組において）

• 情報科担当教師のさらなる任用，配置の工夫（外
部人材の活用含む） 146



国立教育政策研究所
令和５年度教育課程実践検証協力校事業について

• 各教科の教育課程に関するもの
（趣旨）学校において、幼児児童生徒が学習に取り組む様
子の観察等を通じて、学習指導上の様々な実践を客観的に
検証することや全国的な学力調査等と学習の実現状況を相
補的に捉えることにより、教育課程の基準の改善充実等に
必要となる情報の収集等を行うことに協力いただく学校
（共通教科）北海道帯広柏葉高等学校

東京都立小平高等学校
神奈川県立希望ヶ丘高等学校
神奈川県立横浜翠嵐高等学校

（専門教科）茨城県立ＩＴ未来高等学校
東京都立新宿山吹高等学校
京都府立京都すばる高等学校

• 「E-Assessmentに関するもの」A枠
（趣旨）自校で作成・開発したCBT方式の問題に関する実
践検証（MEXCBTを活用）に協力いただく学校（公募）
（共通教科）東京都立井草高等学校
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148文部科学省：「令和5年度予算のポイント」より

https://www.mext.go.jp/content/20230328-mxt_kouhou01-000024735_1.pdf


（参考）令和５年度研究開発学校
（予算措置あり）
• 愛知県 春日井市立出川小学校、高森台中学校

• 生涯にわたって自ら学びを進めていくことができる児童生
徒の育成を目指した，これからの時代の学習の基盤となる
資質・能力の育成に向けた教育課程及び指導方法に関する
研究開発

• 宮城県 宮城教育大学附属小学校
• 抽出された各教科等の主要な概念を踏まえながら、各教科
等の特質に応じてＩＣＴ機器や情報手段を適切に活用する
活動の充実を図ることで学習の基盤となる資質・能力を育
成していく新教科（「小学校情報科（仮称）」）の目標や
内容の構成・系統等を構築していく研究開発

愛知県指定校の研究概要：https://curriculumdb.mext.go.jp/bc/kk/kk02/01_R04/04
宮城県指定校の研究概要：https://curriculumdb.mext.go.jp/bc/kk/kk02/01_R05/04
研究開発学校への申請を検討されている方へ：https://curriculumdb.mext.go.jp/bc/kk/kk04/
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これからの授業を「つくる」を続ける
事例は発表して共有を

• 授業の方法、評価の方法を常に見直す

• 情報科としての３年間にわたる指導計画、年間指導
計画等を常に見直す（情報Ⅰ，情報Ⅱ，専門教科と
のつながり，中学校技術とのつながり含む）

• 数学科公民科他教科、総合的な探究の時間等との
連携の充実を考え教育課程に位置付ける

• 情報デザイン、プログラミング、データサイエンス等、
現行学習指導要領で充実した分野の指導力向上を

• カリキュラム・マネジメントに参画し学校全体で行う情
報活用能力の育成に寄与する

• 外部有識者と連携し指導と評価の充実を図る
151



今後に向けた対応として考えられること
（引き続き御協力をお願いします）

• 「産学官協議の場」への参画

• 専門教科情報科を設置する学校、SSH、研究開発学校等の指定
校と連携し実践的で深い学びの実現に向けた協力

• 情報Ⅰ、情報Ⅱ、専門教科の指導と評価の方法、情報活用能力
の育成に向けたカリキュラム・マネジメント等の研究、事例の
共有（教師の活躍、生徒の活躍両方）

• 教科内容に係る最新情報の共有（変化への対応）
• 情報デザイン
• プログラミング，AI
• データの活用，データサイエンス
• セキュリティ
• STEAM等の教科等横断的な学び
• その他

• 大学入試の設定（情報Ⅰ情報Ⅱ、専門高校対象推薦）

• 情報科教員の採用、臨時免許状、免許外教科担任の解消

• 研修講師の派遣、研修等の実施、教材の配信を通じた専門性の
向上
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